
 

 

 

 

 

令和 6年 11月 27日、紀伊コスモス支援学校 第１９回公開授業・公開研究会を開催しました。 

本校の全職員と小学校、高等学校、特別支援学校の先生方、大学関係の方々、学校運営協議会委員の

方々、福祉機関関係者の方々が参加されました。前年度に引き続き「国語科」に焦点をあて、今年度は、

「言葉に着目させる国語科の授業づくり」を研究テーマに、授業研究協議会では、様々な校種・職種の

方々との意見交換を行いました。 

 また、講演は信愛大学教育学部子ども教育学科教授 岸田正幸先生に「言葉に着目させる授業づくり～

小学校国語科の授業実践事例から～」についてご講演いただきました。具体的な教材をもとに、教材を使

って“何を”教えるのかということについての示唆をいただき、今後に生かせる有意義な学びとなりまし

た。   

ご参加いただいた方々に厚く御礼申し上げます。 

 今年度の公開授業・公開研究会の様子を写真とともにご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コスモスの架け橋 
和歌山県立紀伊コスモス支援学校 

支援教育部 令和６年度 １２月 
～コスモスしえんだより～ 

第１９回公開授業・公開研究会 報告 

↑授業研究協議会の様子 

↑講演の様子 

公開授業・公開研究会後のアンケートでは、「教育現場

の生の声を聞き、ディスカッションできてよかった。」

「いろいろな立場の人の意見や思いなどを聞けてよかっ

た。」「日頃の実践に活かせる内容であった。」「発達段階

の異なるこどもたちの授業作りのポイントがわかってと

ても参考になった。」「授業展開や教材の工夫など参考に

なる内容であった。」など、たくさんの感想をいただきま

した。 

 

 

  
いただいたご意見を参考に、今後もよりよい授業づくりや 

教育活動を目指して取り組んでいきたいと思います。 

 


